
旋盤などの工作機械は低速で回転し大きなトルクが必要です。一方、電動機は

高速回転で発生トルクは小さいので、工作機械と電動機を結合するためには

減速ギヤが必要となります。この減速ギヤを省いて、電動機で工作機械を

直接駆動するダイレクトドライブを実現するためには、低速回転で大トルクを

発生する電動機が必要になります。構造的には、ステッピングモータとよく

似ていますが、三相交流で駆動することにより、トルク脈動が原理的に

発生しないモータとなります。
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(1)　トルク脈動が原理的に発生しないモータです。
(2)　増速機を使わないダイレクトドライブシステムの構築が可能となり，
　　 バックラッシュや機械損，メンテナンス性などの問題点を改善できます。

本モータの研究により，小形･省エネルギーとなる次世代モータの開発が

期待できます。本モータにより増速機を使わないダイレクトドライブシステムの
構築が可能となり，バックラッシュや機械損，メンテナンス性などの問題点を
大幅に改善でき，産業分野の持続的発展に貢献できる可能性があります。
本研究を通して，モータの特性解析法および最適設計法を明らかにし，
企業へ次世代モータの開発に関する設計指針を提供します。
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